
（別紙４）

～ 令和8年4月30日

（対象者数） 1 （回答者数） 1

～ 令和8年4月30日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

このまま継続しながら子ども一人ひとりに応じた対硫黄を検

討する。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

専門スキルを共有しながら多職種や他担当等との分担が可能

かも検討する。

2

3

○事業所名 ちとせ児童発達支援センターはる（居宅訪問型児童発達支援）

○保護者評価実施期間 令和8年4月1日

○保護者評価有効回答数

令和8年4月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年5月11日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

専任ではなく兼任のため固定した時間割に沿っての対応のた

め、利用者の都合に合わせにくい面がある。

専任スタッフが限られている。

多職種によるアプローチを実施していいる。専門的な視点で子

どもとの対応を可能としている。

日常生活に必要とされる子どもの生活の広がりのための支援を

大切にしてる。

事業所における自己評価総括表公表


